
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棒状物を受ける棒状物受台であって、棒状物の外周面の少なくとも一部と嵌合し、棒状
物の外周面の少なくとも一部を包囲する筒状側部と、筒状側部の一端側を閉塞する底部と
、を備え、安全機能を有する棒状物受台において、
　筒状側部及び底部に、これらの間に渡り軸方向に貫通するスリットが形成され、該スリ
ットが空気通路となり、該空気通路によって棒状物受台が飲み込まれたときの気道を確保
することを特徴とする棒状物受台。
【請求項２】
　前記スリットは、周方向に間隔を空けて複数形成されることを特徴とする請求項１記載
の棒状物受台。
【請求項３】
　前記筒状側部は、その他端側に外径方向に突出する鍔部を有することを特徴とする請求
項１または２記載の棒状物受台。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の棒状物受台と、該棒状物受台が一端に着脱可
能に装着される筒状の軸と、を備えた軸筒。
【請求項５】
　請求項３に記載の棒状物受台と、該棒状物受台が一端に着脱可能に装着される筒状の軸
と、を備えた軸筒であって、
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　軸筒は、棒状物受台の前記鍔部が係止される端面と、棒状物受台の前記筒状側部の鍔部
以外にその少なくとも一部が嵌合して、筒状側部の鍔部以外の外周面を包囲する内周面と
、棒状物受台の前記底部から離間されるようにして該内周面に形成された段部と、を備え
、前記段部と底部との間に形成される隙間がスリットと連通してスリットと共に空気通路
となることを特徴とする軸筒。
【請求項６】
　棒状物を受けて、棒状物の外周面の少なくとも一部と嵌合し、棒状物の外周面の少なく
とも一部を包囲する筒状側部と、筒状側部の一端側を閉塞する底部と、を備え、安全機能
を有する棒状物受台と、該棒状物受台が一端に着脱可能に装着される筒状の軸と、を備え
た軸筒であって、
　筒状側部及び底部に、これらの間に渡り軸方向に貫通するスリットが形成され、該スリ
ットが空気通路となり、前記筒状側部は、その他端側に外径方向に突出する鍔部を有して
おり、
　軸筒は、棒状物受台の前記鍔部が係止される端面と、棒状物受台の前記筒状側部の鍔部
以外にその少なくとも一部が嵌合して、筒状側部の鍔部以外の外周面を包囲する内周面と
、棒状物受台の前記底部から離間されるようにして該内周面に形成された段部と、を備え
、前記段部と底部との間に形成される隙間がスリットと連通してスリットと共に空気通路
となることを特徴とする軸筒。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、筆記具等に使用される棒状物受台に関し、特に安全機能を有する棒状物受台及
びその棒状物受台を備えた軸筒に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の棒状物受台の例として、筆記具の端部に装着されて消しゴムを受けるため
に設けられた消しゴム受台を挙げることができる。この消しゴム受台は、筆記具の端部に
着脱可能に装着されているため、筆記具の本体から外すことができ、この状態では、筆記
具全体よりもかなり小さなものとなる。このように消しゴム受台が筆記具の本体から外さ
れた状態で、または、消しゴム受台が装着された状態で、万が一に、消しゴム受台または
筆記具が不慮に飲み込まれた場合を考慮すると、消しゴム受台に気道を確保するための安
全機能を備えておく必要がある。
【０００３】
このような安全機能を備えたものとして、例えば、特表２００１－５０４７６４公報に記
載された安全キャップが知られている。この公報に記載された安全キャップは、管状中空
本体と、その中空本体の一端に受け入れられてそれより延びる部分を有するほぼ無垢の材
料からなる消しゴムと、本体の一端から本体を介して空気通路を達成するため、消しゴム
の外周面と本体の内周面の間に配設される空気通路と、を有している。この空気通路は、
本体の内周面に形成された複数の突起によって、または消しゴムの外周面に形成された複
数の突起によって、本体の内周面と消しゴムの外周面との間に形成された空間によって形
成される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかる公報に記載のものでは、本体の内周面または消しゴムの外周面に形
成された小さな突起で空気通路を形成するために、本体の内周面と消しゴムの外周面との
間で非常に細い隙間しか形成することができず、空気通路としては満足したものとは言い
難いという問題がある。大きな空気通路を形成するためには、突起の高さを高くしなけれ
ばならないが、そのようにすると、消しゴムの外径が小さくなり、消しゴムを小さいもの
にせざる得ない。消しゴムを小さくしない場合は、本体の内径を大きくしなければならな
いが、本体が大型化してデザインに影響を与えるおそれがある。
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【０００５】
本発明はかかる課題に鑑みなされたもので、その目的は、棒状物や受台の寸法に影響を与
えることなく、十分な空気通路を確保することができる安全機能を有する棒状物受台及び
その棒状物受台を備えた軸筒を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明は、棒状物を受ける棒状物受台であって、棒状物の
外周面の少なくとも一部と嵌合し、棒状物の外周面の少なくとも一部を包囲する筒状側部
と、筒状側部の一端側を閉塞する底部と、を備え、安全機能を有する棒状物受台において
、
　筒状側部及び底部に、これらの間に渡り軸方向に貫通するスリットが形成され、該スリ
ットが空気通路とな

ることを特徴とする。
【０００７】
筒状側部に棒状物が嵌合した状態で、筒状側部と底部とを渡って軸方向に貫通するスリッ
トが形成された部分が、筒状側部よりも内径側に凹み、該スリットが空気通路となる。よ
って、この棒状物受台が飲み込まれたとしても、該スリットによる空気通路によって気道
を確保することができる。空気通路であるスリットは、筒状側部と底部に形成され、従来
のように、筒状側部の内周面や棒状物の外周面との間に空気通路が形成される構成とは異
なるため、筒状側部の内径や棒状物の外径に影響を与えることなく、空気通路を形成する
ことができると共に空気通路の寸法も調整することができる。
【０００８】
前記スリットは、周方向に間隔を空けて複数形成することができる。これにより、空気通
路の断面積を大きく確保することができる。
【０００９】
前記筒状側部は、その他端側に外径方向に突出する鍔部を有することができる。
【００１０】
また、前記棒状物受台と、棒状物受台が一端に着脱可能に装着される筒状の軸と、を備え
た軸筒とすることができる。
【００１１】
また、前記鍔部を有する筒状側部を備えた棒状物受台と、該棒状物受台が一端に着脱可能
に装着される筒状の軸と、を備えた軸筒であって、
軸筒は、棒状物受台の前記鍔部が係止される端面と、棒状物受台の前記筒状側部の鍔部以
外にその少なくとも一部が嵌合して、筒状側部の鍔部以外の外周面を包囲する内周面と、
棒状物受台の前記底部から離間されるようにして該内周面に形成された段部と、を備え、
前記段部と底部との間に形成される隙間がスリットと連通してスリットと共に空気通路と
なることができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の実施の形態を説明する。
【００１３】
図１は、本発明の筆記具の縦断面図である。この例では、筆記具としてシャープペンシル
を例にとっているが、これに限るものではなく、ボールペン、フェルトペン、万年筆、ス
タイラスペン等の任意の筆記具に適用することが可能である。このシャープペンシルは、
主として、外軸１０、ノック軸１２及び中軸１４を有しており、外軸１０内には、芯を繰
り出すための芯送り出し機構１８が内蔵されている。芯送り出し機構１８は、公知のよう
に、芯Ｌを収容する芯タンク２０と、その後端が芯タンク２０内に圧入されその前端部で
芯Ｌを締め付けるようになった芯締付チャック２２と、芯締付チャック２２の外周側にあ
って芯締付チャック２２を締め付ける為のチャックリング２４と、チャックリング２４の
後方への移動を規制するスリーブ２６と、スリーブ２６と芯タンク２０の前端との間に介
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挿されて、芯タンク２０及び芯締付チャック２２を常時後方へと付勢するチャックスプリ
ング２８と、を備えている。スリーブ２６に形成された弾性羽根部２６ａが外軸１０に形
成された開口１０ａに係止されて、芯送り出し機構１８が外軸１０内で保持される。
【００１４】
芯タンク２０の後端は、外軸１０の全長よりも長い芯を収容することができるよう、外軸
１０の後端開口１０ｄよりも突出して伸びている。そして、外軸１０の後部の内周面と芯
タンク２０の後部の外周面との間の環状空間内には、中軸１４の先端が挿入されて、該環
状空間に嵌合しており、中軸１４の先端は芯タンク２０に連結される。また、中軸１４の
後端はノック軸１２に連結されており、この中軸１４とノック軸１２との間の結合力は、
中軸１４と芯タンク２０との間の結合力よりも弱く設定されて、中軸１４とノック軸１２
とは着脱可能となるように設定されている。こうして、ノック軸１２は、中軸１４及び外
軸１０に対して着脱可能となっている。
【００１５】
ノック軸１２には、その外側面に一体にクリップ１２ｂが形成され、また、その後端には
、棒状物である消しゴム１３を受ける棒状物受台である消しゴム受台１６が着脱可能に装
着されている。棒状物としては、消しゴム１３に限らず、修正棒、固形糊、マーカー等の
任意のものとすることができる。棒状物は、必ずしも、その長手方向の長さがその外径に
比較して長くなっている必要はないが、棒状物は中実であり、その内部を空気が自由に流
通することができないものであるとする。
【００１６】
消しゴム受台１６は、図２及び図３に示したように、その消しゴム１３の底面を受ける底
部１６ａと、その一端側が底部１６ａによって閉塞され、消しゴム１３の外周面の一部と
嵌合し、消しゴム１３の外周面の一部を包囲する筒状側部１６ｂと、底部１６ａと対向し
て、筒状側部１６ｂの他端側で開口する開口部１６ｄとを有している。消しゴム１３が開
口部１６ｄを通過して使用に供されるために消しゴム受台１６から突出する。筒状側部１
６ｂは、開口部１６ｄ側に、外径方向に突出してノック軸１２の後端に当接する鍔部１６
ｃを有している。
【００１７】
さらに、消しゴム受台１６には、筒状側部１６ｂ及び底部１６ａに亘り軸方向に貫通する
ようにして延び空気通路となるスリット１６ｅが形成されている。このスリット１６ｅの
数は、１つとすることができるが、図示の例にように、周方向に離間して複数個（この例
では３個）とすることもできる。尚、スリット１６ｅは、必ずしも軸方向に平行に延びる
必要はなく、または、直線状に延びる必要もない。
【００１８】
また、消しゴム受台１６の筒状側部１６ｂの内周面には、消しゴム１３への嵌合用のリブ
１６ｆが適所に形成されており、筒状側部１６ｂの外周面には、ノック軸１２への嵌合用
のリブ１６ｇが適所に形成されている。リブ１６ｆ、１６ｇの数またはその高さを調整す
ることにより、嵌合する相手との間の嵌合力を調整することができ、消しゴム１３との間
の嵌合力よりもノック軸１２との間の嵌合力の方が大きくなるように設定する。このリブ
１６ｆ、１６ｇは、あくまで嵌合用のためのリブであり、その突起高さは比較的低く、よ
って、リブ１６ｆによって消しゴム受台１６の筒状側部１６ｂの内周面と消しゴム１３と
の外周面との間に形成される隙間はあったとしても極僅かなものであり、空気通路とはな
り得ない。同様に、リブ１６ｇによって消しゴム受台１６の筒状側部１６ｂの外周面とノ
ック軸１２の内周面との間に形成される隙間はあったとしても極僅かなものであり、空気
通路とはなり得ない。消しゴム１３は、消しゴム受台１６内にその一端が開口部１６ｄか
ら挿入されると、その一端部の外周面が筒状側部１６ｂの内周面に嵌合する。また、消し
ゴム１３の未使用時には、消しゴム１３の底面が消しゴム受台１６の底部１６ａに当接す
るまで挿入されている。
【００１９】
消しゴム受台１６は、図４に示したように、ノック軸１２に装着されると、ノック軸１２

10

20

30

40

50

(4) JP 4001526 B2 2007.10.31



の後端面に消しゴム受台１６の鍔部１６ｃが係止し、鍔部１６ｃ以外の筒状側部１６ｂの
外周面がノック軸１２の後端部の内周面に嵌合する。このとき、消しゴム受台１６の底部
１６ａは、ノック軸１２には接触しておらず、ノック軸１２の内周面に形成された段部１
２ａとの間には、隙間１７が形成されている。
【００２０】
以上のように構成される消しゴム受台１６においては、図２（ｂ）に示すように、ノック
軸１２から取り外された単体の状態において、スリット１６ｅの部分が軸方向に消しゴム
受台１６全長を貫通しており、スリット１６ｅの部分が筒状側面１６ｂよりも内径側に凹
んでいるために、スリット１６ｅが空気通路となる。よって、万が一、消しゴム受台１６
が飲み込まれて、例えば、鍔部１６ｃがどこかに引っ掛かった場合でも、スリット１６ｅ
による空気通路によって気道を確保することができる。
【００２１】
また、消しゴム受台１６は、図４に示すように、ノック軸１２に装着された状態において
も (この消しゴム受台１６がノック軸１２に装着された状態における消しゴム受台１６と
ノック軸１２とを合わせて「軸筒」と称することとする）、スリット１６ｅの部分が軸方
向に消しゴム受台１６を貫通しており、スリット１６ｅの部分が筒状側面１６ｂよりも内
径側に凹んで、ノック軸１２の内周面と消しゴム受台１６との間に隙間を形成するために
、スリット１６ｅが空気通路となる。図５において、色付けされた部分が、スリット１６
ｅによる空気通路を表している。さらに、消しゴム受台１６の底部１６ａとノック軸１２
の段部１２ａとの間の隙間１７が、スリット１６ｅが形成する空気通路に連通する空気通
路となる。よって、万が一、消しゴム受台１６がノック軸１２と共に飲み込まれたとして
も、スリット１６ｅ及び隙間１７によって気道を確保することができる。
【００２２】
以上のように、本発明によれば、消しゴム受台１６の筒状側部１６ｂ、底部１６ａの軸方
向を貫通するようにして形成されたスリット１６ｅを空気通路とするために、消しゴム受
台１６の内径または消しゴム１３の外径は、空気通路には一切影響を受けることはない。
よって、所望の寸法に設定することができる。しかしながら、スリット１６ｅの幅、数等
を適当に設定することにより、図５において色付けしたスリット１６ｅの断面積を任意に
調整することができ、これによって、空気通路として十分な断面積を確保することができ
る。
【００２３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、棒状物や受台の寸法に影響を与えることなく、十
分な空気通路を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の棒状物受台を備えた筆記具の縦断面図である。
【図２】（ａ）は棒状物と棒状物受台の斜視図、（ｂ）は棒状物が棒状物受台の中に挿入
された状態を表す斜視図である。
【図３】（ａ）は棒状物受台の側面図、（ｂ）は（ａ）図の矢印３ｂに沿って見た矢視図
、（ｃ）は（ａ）図の３ｃ－３ｃ線に沿って見た断面図である。
【図４】棒状物受台のノック軸に装着された状態を表す要部部分断面図である。
【図５】図４の矢印５に沿って見た矢視図である。
【符号の説明】
１２　ノック軸（軸）
１２ａ　段部
１３　消しゴム（棒状物）
１６　消しゴム受台（棒状物受台）
１６ａ　底部
１６ｂ　筒状側部
１６ｅ　スリット
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１７　隙間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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